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○ 一般国道５７号 中九州横断道路（大津西～下硯川）は直轄事業として事業化されている。

○ 熊本県、熊本市において、有料道路事業を前提として都市計画変更手続きを令和７年１２月に完了しており、同

区間への有料道路事業導入による整備の加速の意向があるとともに、都市計画変更の地元説明会の結果、有料

道路事業導入に対して地域からの概ねの理解が得られているところである。

→ 有料事業の新規導入（事業主体、施行区分）を審議

○ 首都圏中央連絡自動車道（金沢～戸塚）について、平成１２年度の有料道路事業許可後、令和２年３月の有料道

路事業許可において、財政投融資の活用により、直轄事業において着手済みの工事や用地取得等を除き、残りの

事業の一部を有料道路事業者が実施することとされたところであるが、事業進捗に伴い、シールドトンネル工事の発

生土処理方法の変更により事業費が増加。（有料事業費の増額分については、実績交通量の反映などによる有料投資額の見

直しにより対応）

○ 首都圏中央連絡自動車道（大栄JCT～松尾横芝）について、平成２５年６月有料道路事業許可後、平成３０年３月

の有料道路事業許可において、財政投融資の活用により、直轄事業において着手済みの工事や用地取得等を除き、

残りの事業は有料道路事業者が実施することとされたところであるが、事業進捗に伴い、資材価格高騰、労務費上

昇のほか、現地条件を確認した結果、擁壁の構造変更への対応等により事業費が増加。（有料事業費の増額分につい

ては、実績交通量の反映などによる有料投資額の見直しにより対応）

○ 神戸西バイパスについて、平成３０年３月の有料道路事業許可において、第二神明道路と一体的な料金体系を導

入し、残りの事業は有料道路事業者が実施することとされたところであるが、事業進捗に伴い、資材価格高騰、労

務費上昇のほか、現地条件を確認した結果、橋梁深礎杭施工に伴う止水対策の追加等により事業費が増加。（有

料事業費の増額分については、実績交通量の反映などによる有料投資額の見直しにより対応）

→ 有料投資額の変更を審議

［有料道路事業の新規導入・変更関係］
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今回の審議対象の高速道路会社施行事業箇所について

内容延長起終点路線名

有料道路事業の新規導入約16.7km
おお づ にし しも すずり かわ

大津西IC～下硯川IC
国道57号

なか きゅう しゅう おう だん

中九州横断道路

有料事業費の変更約8.9km
かな ざわ と つか

金沢～戸塚
国道468号

しゅ と けん ちゅう おう れん らく

首都圏中央連絡自動車道

有料事業費の変更約18.5km
たい えい まつ お よこ しば

大栄JCT～松尾横芝IC
国道468号

しゅ と けん ちゅう おう れん らく

首都圏中央連絡自動車道

有料事業費の変更約6.9km
なが い だに いし が たに

永井谷JCT～石ヶ谷JCT
国道２号

こ う べ にし

神戸西バイパス

［有料道路事業の導入・変更関係］

注) IC、JCT名称には仮称を含む
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有料道路事業の新規導入・変更関係

［新規導入］・・・・・・・4-1１）一般国道５７号 中九州横断道路
（大津西IC～下硯川IC）

［変更］・・・・・・・・・・・5-1２）一般国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道
（金沢～戸塚）

［変更］・・・・・・・・・・・6-1３）一般国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道
（大栄JCT～松尾横芝IC）

［変更］・・・・・・・・・・・7-1４）一般国道２号 神戸西バイパス
（永井谷JCT～石ヶ谷JCT）
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一般国道57号 中九州横断道路［有料道路事業の新規導入］

4-1

※ 計画・事業中路線名と関連のIC・JCT・出入口等名称はすべて仮称

広 域 図

中九州横断道路（大津西～下硯川）
なかきゅうしゅうおうだんどうろ おおづにし しもすずりかわ

今回対象区間

阿蘇くまもと空港



一般国道57号 中九州横断道路に係る有料投資額（案）

4-2

供用中区間に加え、各年度の事業中区間の供用予定を反映ネットワーク条件

H27センサスベース交通量

4％将来金利

大津西IC（仮称） 下硯川IC（１６．７㎞） ６２０円

基本料率 ： ２４．６円/㎞×Ｌ＋１５０円
料金水準（普通車）

当該路線の有料事業化に伴う全国路線網の増収額等を考慮して算定収入

近傍区間の実績を基に設定管理費

約165億円有料投資額（案）

全体事業費 約2,105億円

［算出条件］



一般国道57号 中九州横断道路に係る有料道路事業費及び施行区分（案）

4-3

舗装・設備工事

上記以外

下硯川IC 大津西IC（仮称）

九州自動車道 （全体事業費 約2,105億円）

約16.7km

有料道路事業（西日本高速道路株式会社）約165億円

公共事業

○ 有料道路事業と公共事業（直轄事業）の組み合わせにより、対応する。

○ 効率的かつ効果的な管理を行うために、日常的なメンテナンスが必要な舗装や設備工事の一部は有料道路事業者
が実施。

○有料道路と接続するJCT部の一部について、効率的な整備を進める観点から、有料道路事業者が実施。

熊本北JCT（仮称）

＜施行区分図＞

熊本西環状道路 大津道路

JCT部



一般国道57号 中九州横断道路に係る有料道路事業主体（案）

4-4

① 接続する九州自動車道は、西日本高速道路株式会社が管理しており、一体となって効率

的な維持管理が可能であること

② 西日本高速道路株式会社が当該区間に有料投資を行う意向があること

以上から、西日本高速道路株式会社を有料道路事業主体とする。

高速道路会社の意向

［西日本高速道路株式会社］

ご照会のありました一般国道57号中九州横断道路については、九州の道路ネットワークに

おける重要な役割を担っています。

また、弊社が管理している九州自動車道と一体となって機能し、かつ効率的な管理が可能と

なることから、当該区間に有料投資を行う意向です。

当該事業の実施にあたっては、弊社の建設・管理に係る技術・ノウハウ・人材などの経営資

源を活用することにより、効率的な整備を進め、一日も早い完成に向け、最大限の努力を図っ

てまいります。



一般国道57号 中九州横断道路に係る関係自治体の意見

4-5

［熊本県の意見］

一般国道５７号中九州横断道路（大津西～下硯川）の有料道路事業を活用した整備を推進することについて同意します。

中九州横断道路は、九州の横軸として熊本・大分両県の県庁所在地を結び、熊本県のみならず九州全体の産業振興

や地域活性化、観光振興に寄与するとともに、地域間の物流効率化や大規模災害時における代替路機能を担う重要な

道路です。

沿線では、国家プロジェクトであるＴＳＭＣ関連のＪＡＳＭ第１工場が本格的に操業を開始するとともに、ＪＡＳＭ第２工場

については国内初となる３ナノメートルの先端半導体を生産する計画変更の意向がＴＳＭＣから示されており、更なる企

業集積の進展が見込まれます。こうしたＴＳＭＣ進出の波及効果を最大限に高め、「新生シリコンアイランド九州」の実現

を目指すとともに、本県が日本の経済安全保障の一翼を担うためにも、企業集積エリア周辺の幹線道路ネットワークの中

心的な役割を担う路線である中九州横断道路の重要性はますます高まっています。

特に熊本西環状道路を経由し熊本港と企業集積地をつなぐ中九州横断道路（大津西～下硯川）は、企業集積地周辺に

おける物流の効率化や熊本都市圏の渋滞緩和の観点からも、早期の完成が望まれています。

本県といたしましては、事業がより一層推進されるよう、引き続き、地元自治体と連携し、用地取得のための体制確保

や地元調整、埋蔵文化財調査等に係る必要な協力をいたします。また、中九州横断道路の整備効果を最大限に発揮さ

せるため、インターチェンジ周辺の道路整備にもしっかりと取組んで参ります。さらに、事業を進める上で必要となる関係

者協議の支援や周辺住民の理解醸成にも努めて参ります。

つきましては、中九州横断道路の更なる整備の加速化に特段のご配慮を賜りますようお願いします。



一般国道57号 中九州横断道路に係る関係自治体の意見

4-6

［熊本市の意見］

一般国道５７号中九州横断道路（大津西～下硯川）の早期完成に向け、有料道路事業を活

用した整備を推進することについて賛同します。

熊本都市圏ではマイカー依存率が高く、慢性的な渋滞が常態化している状況です。また、中

九州横断道路の沿線地域では、世界的半導体企業であるTSMC関連のJASM第1工場が本格

稼働を開始し、第2工場も着工されるなど、今後さらなる企業集積の進展が見込まれ、渋滞の

一層の深刻化が懸念されております。

中九州横断道路は、熊本市にて整備を進めている熊本西環状道路と接続することで、TSMC

をはじめとする半導体関連企業の集積地と熊本港が結ばれ、移動時間が約60分短縮される

など、移動手段の選択肢拡大や物流の効率化が期待されます。また、九州縦貫自動車道とも

一体となって循環型の高速交通ネットワークを形成し、熊本県・熊本市等が進める道路整備と

の相乗効果により、渋滞緩和にも大きく寄与する重要な道路であり、一日も早い完成が強く望

まれております。

本市としましては、一日でも早い開通に向け、事業を進めるうえで必要となる地元調整や、用

地取得に向けた協力体制、関係機関協議への協力などに積極的に取り組んでまいります。

つきましては、中九州横断道路の早期開通に向け、引き続き特段のご配慮をお願いいたし

ます。



戸塚IC

釜利谷ＪＣＴ栄IC・
JCT

相模湾

東京湾

松尾横芝IC

館
山

道

東 関
道

北
東

道
関

越
道

道央中

東
名

高

道
路

三
京
浜

横
横

道

東
京 外 か く環

道

路

京
東

湾
ｱｸｱﾗ

ｲﾝ

成田空港

久喜白岡JCT

央 環

高谷JCT

常
磐道

海老名JCT

状

大栄JCT

IC

菖蒲

白岡

IC

中

桶川

北本

藤沢IC

三郷南IC

速

新東名

圏

央
道

境古河IC

IC

茅ヶ崎
JCT

大井
ＪＣＴ

大橋ＪＣＴ

第

岸

状

八王子JCT

JCT
つくば

相模原
愛川IC

高尾山IC

稲敷IC

神崎IC

東
京

湾

東

2車線 4車線 6車線

開通済

事業中

調査中

凡　　例
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一般国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道（金沢～戸塚） ［有料事業費の変更］

注) IC、JCT名称には仮称を含む

鶴ヶ島JCT

五霞IC

坂東IC
牛久

阿見IC

阿見東IC

金沢～戸塚
８．９km

（有料事業費の変更）

今回対象区間
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一般国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道（金沢～戸塚）に係る有料事業費及び施行区分（案）

○ 首都圏中央連絡自動車道（金沢～戸塚）については、当初、有料道路事業と公共事業の組み合わせによ

り整備を推進してきたところであるが、令和２年３月の有料道路事業許可にて、財政投融資の活用により、

直轄事業において着手済みの工事や用地取得等を除き、残りの事業の一部を有料道路事業者が実施し、

事業を推進してきたところ。

○ 事業進捗に伴い、シールドトンネル工事の発生土について、基準を満たさない発生土の土質改良の追加、

及び仮置き場の追加等による事業費増を行うもの。

＜施行区分図＞

舗装・設備工事

上記以外

公共事業

国道１号 横浜横須賀道路

8.9km

（全体事業費 約７，９２０億円）

戸塚ＩＣ 栄ＩＣ・JCT

開通見込みはトンネル掘進の状況等を踏まえ改めて公表

注）IC、JCT名称には仮称を含む

公田ＩＣ
釜利谷
JCT

有料道路事業
（東日本高速会社）

約３，９１０億円

（現行有料道路事業許可（約３，７００億円））
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第

岸
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東
京

湾

東

2車線 4車線 6車線

開通済

事業中

調査中

凡　　例

○ ○ ○ ○ ○ ○

つくば
中央

大栄～松尾横芝
１８．５km

今回対象区間

（有料事業費の変更）

一般国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道（大栄ＪＣＴ～松尾横芝ＩＣ ） ［有料事業費の変更］

注) IC、JCT名称には仮称を含む

鶴ヶ島JCT

五霞IC

坂東IC
牛久

阿見IC

阿見東IC
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一般国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道（大栄～松尾横芝）に係る有料事業費及び施行区分（案）

東関東道

松尾横芝大栄ＪＣＴ

舗装・設備工事

上記以外

18.5ｋｍ

＜施工区分図＞

公共事業

有料道路事業
（東日本高速会社）

○ 首都圏中央連絡自動車道（大栄JCT～松尾横芝IC）については、当初、有料道路事業と公共事業の組み合わ

せにより整備を推進してきたところであるが、平成３０年３月の有料事業許可にて、財政投融資の活用により、直

轄事業において着手済みの工事や用地取得等を除き、残りの事業は有料道路事業者が実施し、事業を推進し

てきたところ。

○ 事業進捗に伴い、資材価格高騰、労務費上昇等のほか、現地条件を確認した結果、擁壁の構造変更への対

応等による事業費増を行うもの。

約７１０億円

（全体事業費［暫定整備］ 約１，８６０億円）

２０２６年度（Ｒ８）供用予定

現行有料道路事業許可（約６００億円）

注) IC、JCT名称には仮称を含む

※ 資機材の調達等が順調な場合
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注）IC、JCT名称には仮称を含む

垂水PA

前開PA

白川PA

名谷PA

明石SA

■標準横断図（土工部）

■標準横断図（橋梁部）

今回対象区間

（有料事業費の変更）

明石西IC

至岡山

大久保 IC

玉津 ＩＣ

伊川谷
JCT・IC

大蔵谷 IC

永井谷 JCT

高丸 IC 名谷 IC

垂水 JCT・IC
須磨 IC

至大阪

白川 JCT

神戸西 IC

前開 IC

（平
野
西

）

（平
野
東

）
（櫨
谷

）

（永
井
谷

）

IC IC

IC

IC

（石ヶ谷 JCT）

長
坂
IC

学
園
南
IC

永井谷JCT～石ヶ谷JCT 整備済

Ｌ＝5.6kmＬ＝6.9km

神戸西バイパス L=12.5km

単位 (m)

布施畑IC

なが い だ に いし が たに

神戸市

明石市

名谷 JCT

一般国道２号神戸西バイパス（永井谷ＪＣＴ～石ヶ谷ＪＣＴ）[有料事業費の変更]
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舗装・設備工事

上記以外

第二神明道路

６．９km

石ヶ谷JCT 平野 永井谷

２．３km ２．８km ０．９km

第二神明道路
（北線）

永井谷JCT

０．９km

櫨谷

公共事業

有料道路事業
（西日本高速会社）

一般国道２号 神戸西バイパス（永井谷～石ヶ谷）に係る有料投資額及び施行区分（案）

＜施行区分図【専用部】＞

約１，０４０億円
（現行有料道路事業許可（約７６０億円）

（専用部に必要な事業費 約１，６００億円）

注) IC、JCT名称には仮称を含む

○ 神戸西バイパスの整備については、当初、直轄事業で行ってきたところであるが、平成３０年３月の

有料道路事業許可にて、第二神明道路と一体的な料金体系を導入し、 残りの事業は有料道路事業者

が実施することとされ、整備を推進してきたところ。

○ 事業進捗に伴い、資材価格高騰、労務費上昇のほか、現地条件を確認した結果、橋梁深礎杭施工

に伴う止水対策の追加等による事業費増を行うもの。

7-2


